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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月21日(2015.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一極性に帯電した第一顔料粒子と、前記第一顔料粒子とは帯電特性が異なる第二顔料
粒子と、透明粒子と、が溶媒に分散されている事を特徴とする電気泳動材料。
【請求項２】
　前記第二顔料粒子の総表面積と前記透明粒子の総表面積との和に対する前記第二顔料粒
子の総表面積の割合が４％以上９６％以下である事を特徴とする請求項１に記載の電気泳
動材料。
【請求項３】
　前記割合が１０％以上５６％以下である事を特徴とする請求項２に記載の電気泳動材料
。
【請求項４】
　前記第二顔料粒子は白色である事を特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の
電気泳動材料。
【請求項５】
　前記第一顔料粒子は黒色である事を特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の
電気泳動材料。
【請求項６】
　前記透明粒子の粒径は５０ｎｍ以上１μｍ以下の範囲にある事を特徴とする請求項１乃
至５のいずれか一項に記載の電気泳動材料。
【請求項７】
　前記透明粒子の密度は２．５ｇ／ｃｍ3以下である事を特徴とする請求項１乃至６のい
ずれか一項に記載の電気泳動材料。
【請求項８】
　前記透明粒子は樹脂である事を特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の電気
泳動材料。
【請求項９】
　前記第一顔料粒子の電気泳動移動度は、前記第二顔料粒子の電気泳動移動度よりも大き
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く、前記透明粒子の電気泳動移動度よりも大きい事を特徴とする請求項１乃至８のいずれ
か一項に記載の電気泳動材料。
【請求項１０】
　前記第二顔料粒子は前記第一極性とは異なる極性に帯電している事を特徴とする請求項
１乃至９のいずれか一項に記載の電気泳動材料。
【請求項１１】
　前記第二顔料粒子の電気泳動移動度は、前記透明粒子の電気泳動移動度よりも大きい事
を特徴とする請求項１０に記載の電気泳動材料。
【請求項１２】
　前記第二顔料粒子は電気的に中性である事を特徴とする請求項１乃至９のいずれか一項
に記載の電気泳動材料。
【請求項１３】
　前記透明粒子は電気的に中性である事を特徴とする請求項１乃至１２のいずれか一項に
記載の電気泳動材料。
【請求項１４】
　前記透明粒子は前記第一極性とは異なる極性に帯電している事を特徴とする請求項１乃
至１２のいずれか一項に記載の電気泳動材料。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４のいずれか一項に記載の電気泳動材料を備えた事を特徴とする電気泳
動表示装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の電気泳動表示装置を備えた事を特徴とする電子機器。
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